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耳
の
穴
か
ら
鼓
膜
ま
で
の
部
分
は
外
耳
道
と
い

い
ま
す
か
、
外
耳
道
の
皮
膚
に
は
皮
脂
腺
と
耳
垢
腺

（
じ
こ
う
せ
ん
）
と
い
つ
２
陣
類

の
分
泌
液
を
出
す

腺
が
あ
り
ま
す
．
皮
脂
腺
か
ら
は
耳

の
中

に
適
度

な
潤
い
を
与
え
て
傷
付
き
に
く
く
す
る
皮
脂
が
分

泌
さ
れ
ま
す
．
耳
垢
腺
か
ら
は
粘
着
力
の
あ
る
液
が

分
泌
さ
れ
、
耳
の
中
に
入
夕

主
，・た
ゴ

ｉヽ
仏
ど
の
異

物
を
く
っ
つ
け
て
奥
へ
の
侵

人
を
防
ぎ
、
同
時
に
耳

の
中
の
乾
燥
を
防
ぐ
働
き
を
し
て
い
ま
す
Ｊ
）れ
ら

の
分
泌
液
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
が
耳
垢
で

す
（）耳
垢
腺
か
ら
の
分
泌
液
が
少
な
い

，
ス

サ
ハ́
サ

と
乾

い
た
耳
垢
３

ナ
ミ
こ

と
な
り
、
多

い
と
ベ
タ
ッ

と
し
た
耳
垢
（
ア
メ
ミ
こ

に
な
り
ま
す
。
コ
ナ
ミ
ヽヽ
は

東
洋
人
に
多
く
、
ア
で
‥

はヽ
西
洋
人
に
多
く
み
ら

れ
ま
す
が
、
最
近
は
食
事
が
西
洋
化
し
て
き
た
た
め

か
、
日
本
人
で
も
ア
メ
ミ
ミ
が
増
え
て
き
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

外
耳
道
の
皮
膚
に
は
耳
垢
を
耳
の
穴

の
ほ
う
に

運
ふ
働
き
が
あ
り
ま
す

並
‐‐
段
ウ
川
の
掃
除
で
は
、

耳
の
穴
付
近
ま
で
連
ば
れ
ヽ
・イ・二
た
耳
垢
を
見
え
る

範
囲
で
軽
く
拭
き
と
る
程
度
で
十
分
で
す

顔
張
っ

て
奥
の
方
ま
で
取
ろ
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と
す
る
と
、
か
え
夕

奥ヽ
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押
し
込
ん
で
耳
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の
よ
う
けＬ
‐‐‐‐
め

に́
し
ま
っ
た
り
、

外
耳
道
を
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つ
け
て
出
血
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席
を
起

こ
す
原
因

に
な
り
ま
す
¨
お
勧
め
の
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掃
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は
、
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風

―′―
が
り
に
ふ
や
け
て
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り
や
す
く
な
っ
た
耳
垢
を
綿

棒
で
軽
く
拭
き
と
る
方
法
で
す
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は
耳
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日
か
ら
せ
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ぜ
い
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側
く
ら
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供
の
耳
で
は
見
え

日
常

の
診
療

の
中
で
「耳
掃
除
だ
け
ｒ
受
診

し

て
も
良

い
の
で
し
ょ
う
か
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丁
）聞
か
れ
る
こ
と
が

度
々
あ
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ま
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（
小
さ
な
ｒ
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の
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は
、
耳

の
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も
ま
だ
小
さ
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で
す
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、
掃
除
中
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心
に
動
く
こ

と
も
あ
り
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変
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ま
た
、
ア
メ
ミ
二ヽ
、
は
な
か
な

か
き
れ
い
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り
き
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，
Ｔ
Ｉ
フ
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デ
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庭
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取
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き
た
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い
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鼻
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″
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も
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ケ
ヽ
た
さ
い

診療時間 月 火 水 木 金

午前
8:30べ 1́2:00 ○ ○ ○ ○ ○

午後
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